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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第59回

新
興
感
染
症
対
応
で
重
視

　

今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
、

新
興
感
染
症
へ
の
対
応
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
第
８
次
医
療
計
画
の
記
載
事
項
と
し
て
「
新
興

感
染
症
等
の
感
染
拡
大
時
の
医
療
」
が
盛
り
込
ま
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
病
院
は
平
時
か
ら
新
興
感
染

症
等
の
感
染
拡
大
時
の
対
応
に
必
要
な
機
能
を
備
え

て
お
く
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
る
。

　

過
去
２
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
新
興
感
染
症
へ

の
対
応
の
項
目
は
な
く
、
各
病
院
は
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
経
験
を
踏
ま
え
、
新
た
に
記
述
を

行
う
こ
と
と
な
る
。
新
興
感
染
症
へ
の
対
応
は
、
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
で
終
わ
り
で

は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
繰
り
返
し
、
新
た
な
新
興
感

染
症
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

新
興
感
染
症
対
応
に
つ
い
て 

重
視
す
べ
き
二
つ
の
視
点

　

筆
者
は
、
自
治
体
病
院
に
お
け
る
新
興
感
染
症
対

応
に
つ
い
て
、
重
視
す
べ
き
視
点
は
二
つ
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
一
つ
は
、
新
興
感
染
症
の
初
症
例
の
発

生
か
ら
最
初
の
感
染
者
の
ピ
ー
ク
ま
で
、
初
期
の
患

者
を
い
か
に
受
け
入
れ
る
か
で
あ
る
。
未
知
の
新
興

感
染
症
の
患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
自
身
や
他
の
入
院
患
者
も
危
険
に
さ
ら
す
こ

と
に
な
る
。
治
療
法
も
確
立
し
て
い
な
い
。
ス
タ
ッ

フ
の
人
手
や
資
材
も
通
常
よ
り
も
必
要
に
な
る
。
診

療
報
酬
や
国
の
補
助
制
度
も
確
立
し
て
い
な
い
の
が

通
常
で
、
感
染
患
者
を
受
け
入
れ
れ
ば
受
け
入
れ
る

ほ
ど
赤
字
と
な
る
。
医
療
機
関
と
し
て
、
感
染
患
者

を
受
け
入
れ
た
く
な
い
時
期
に
受
け
入
れ
を
行
う
こ

と
に
存
在
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

二
つ
目
の
視
点
が
、
新
興
感
染
症
の
感
染
の
ピ
ー

ク
に
対
し
て
、
病
床
数
を
ど
れ
だ
け
確
保
で
き
る
か

で
あ
る
。
感
染
者
の
急
増
に
対
し
、
各
都
道
府
県
に

お
い
て
必
要
な
病
床
数
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
一

つ
の
病
院
で
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
病
床
数
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
対
し
て
、
自
治
体
病
院
は
可
能

な
限
り
の
コ
ロ
ナ
病
床
を
確
保
し
た
。
公
的
資
金
が

投
入
さ
れ
て
い
る
自
治
体
病
院
の
責
務
と
し
て
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
の
視
点
を
満
た
す
た
め
に 

必
要
な
こ
と

　

二
つ
の
視
点
を
満
た
す
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、

ま
ず
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
て
人
員
体
制
に
余
裕

を
持
た
せ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
第
６
波
以
降
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
が
強

く
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
て
も
院
内
ク
ラ
ス

タ
ー
の
発
生
や
ス
タ
ッ
フ
の
家
庭
内
感
染
に
よ
る
出

勤
停
止
が
相
次
い
だ
。
ス
タ
ッ
フ
の
余
裕
が
な
く
、

ギ
リ
ギ
リ
の
体
制
で
は
新
興
感
染
症
に
対
応
で
き
な

い
。
平
時
か
ら
職
員
を
適
切
に
雇
用
し
、
医
療
提
供

の
質
を
上
げ
、
患
者
を
集
め
る
と
と
も
に
、
１
日
入

院
単
価
の
向
上
な
ど
収
益
の
改
善
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
医
療
提
供
能
力
の
向
上
に
よ
る
収
益

の
改
善
と
、
新
興
感
染
症
対
策
は
両
立
す
る
と
考
え

る
。
医
療
現
場
の
状
況
を
見
な
い
、
理
屈
の
な
い
職

員
定
数
の
抑
制
は
、
新
興
感
染
症
対
策
な
ど
危
機
管

理
の
視
点
か
ら
も
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
上
で
、
２
０
２
２
年
度
に
名
称
が
変
更
さ
れ

自
治
体
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
を

ど
の
よ
う
に
作
る
か　
そ
の
３
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た「
感
染
対
策
向
上
加
算
」の
取
得
な
ど
、
感
染
症
に

対
す
る
体
制
整
備
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
で
は
、

地
方
の
中
小
病
院
に
お
い
て「
感
染
防
止
対
策
加
算
」

の
取
得
を
し
て
お
ら
ず
、
不
十
分
な
体
制
で
あ
っ
た

病
院
も
存
在
し
た
。
病
院
と
名
乗
る
以
上
、
一
定
水

準
の
感
染
症
対
策
は
必
須
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
病
院
が
老
朽
化
し
て
い
る
場
合
、
建
て

替
え
を
検
討
し
、
感
染
症
対
策
に
対
応
し
た
病
院
と

す
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。
そ
の
時
に
重
要
な
視

点
は
個
室
化
で
あ
る
。
個
室
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染

症
に
対
応
で
き
る
、
男
女
関
係
な
く
入
院
可
能
、
認

知
症
の
患
者
の
対
応
も
し
や
す
い
、
面
会
の
時
間
が

長
く
な
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
団
塊
の
世
代
以
降
の

世
代
は
、
質
の
高
い
療
養
環
境
に
対
す
る
志
向
が
強

く
、
個
室
化
は
そ
の
志
向
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
自
治
体
病
院
は
個
室
料
を
取
れ
る
の

が
３
割
ま
で
な
の
で
、
個
室
率
は
30
％
を
上
限
と
す

る
思
考
を
持
ち
や
す
か
っ
た
。
地
方
の
中
小
病
院
で

は
、
医
師
・
看
護
師
不
足
や
建
物
の
老
朽
化
で
患
者

が
他
の
医
療
機
関
に
流
出
し
、
病
床
利
用
率
の
低
迷
、

収
益
の
悪
化
に
苦
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
病

院
の
先
行
き
が
不
透
明
な
こ
と
か
ら
建
て
替
え
を
行

う
の
を
た
め
ら
い
、
縮
小
の
道
を
歩
ん
で
い
る
場
合

も
あ
る
。
老
朽
化
し
て
い
る
病
院
で
は
若
い
医
師
や

看
護
師
は
勤
務
し
な
い
。
過
疎
債
が
使
え
れ
ば
過
疎

債
を
組
み
合
わ
せ
て
、
ロ
ー
コ
ス
ト
で
病
院
を
建
築

す
る
と
い
う
発
想
も
あ
っ
て
よ
い
と
考
え
る
。

経
営
形
態
の
見
直
し

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
当
該
病
院
の
規
模
や
置

か
れ
た
環
境
と
い
っ
た
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
経

営
の
強
化
に
向
け
た
最
適
な
経
営
形
態
を
検
討
し
、

経
営
形
態
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
新
経

営
形
態
へ
の
移
行
の
概
要
（
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

含
む
）を
記
載
す
る
」と
す
る
。
そ
の
上
で
、
経
営
形

態
の
見
直
し
の
選
択
肢
と
し
て
、
地
方
独
立
行
政
法

人
化
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
、
事
業
形
態
そ
の
も
の
の
見
直
し
を

提
示
し
て
い
る
。

　

自
治
体
病
院
の
経
営
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
経
営
形
態
の

見
直
し
も
、
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
の
視
点
か

ら
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
地
方
独
立
行
政
法
人

化
は
、
地
方
自
治
体
が
直
営
で
事
業
を
実
施
す
る
場

合
に
比
べ
、
予
算
・
財
務
・
契
約
、
職
員
定
数
・
人

事
・
給
与
な
ど
で
自
律
的
・
弾
力
的
な
経
営
が
可
能

と
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

中
核
と
な
る
事
務
職
員
に
つ
い
て
、
プ
ロ
パ
ー
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
利
点
の
一
つ
で
あ
る
。

　

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
は
、
事
業
管
理
者

に
対
し
、
人
事
・
予
算
な
ど
に
係
る
権
限
が
付
与
さ

れ
、
よ
り
自
律
的
な
経
営
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。
病
院
現
場
に
入
る
と
、
一
部
適
用
の
病

院
で
、
院
長
は
診
療
に
専
念
し
て
い
て
病
院
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
確
立
し
て
い
な
い
病
院
も
少
な
く
な

い
。
積
極
的
に
全
部
適
用
を
導
入
し
て
、
外
部
か
ら

病
院
経
営
を
行
う
人
材
を
招
へ
い
し
て
病
院
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
民
間
譲

渡
も
合
わ
せ
て
の
問
題
点
で
あ
る
が
、
医
療
職
員
が

原
則
解
雇
と
な
る
問
題
が
あ
る
。
過
去
の
事
例
で
は

相
当
数
の
医
療
職
員
が
事
務
職
員
に
職
種
変
更
し
、

自
治
体
本
体
に
残
る
例
が
あ
っ
た
。
不
足
す
る
医
療

人
材
の
ム
ダ
使
い
と
な
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
際
し
て
「
医
師
・

看
護
師
等
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る
こ
と
」
と
い

う
項
目
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
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